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【企画趣旨】 

 特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学

部）（文部科学省、2018）では、知的障害のある児童生徒に対

する教育を行う特別支援学校の各教科について以下のよう

に改訂された。一つめは各教科の目標や内容について、小学

校との各教科等の目標や内容の連続性・関連性を整理し、充

実・改善を図った。二つめは小中学部の各段階において、育

成を目指す資質・能力を明確にすることで計画的な指導が行

われるよう、教科の目標に基づき、各段階の目標を示した。

三つめは、各段階間の内容の系統性の充実を図ったことであ

る。あわせて、教科別に指導を行う場合、指導にあたっては、

各教科の目標及び段階の目標を踏まえること、各教科等を合

わせた指導を行う場合においても、各教科の目標を達成する

ことになり、育成を目指す資質・能力を明確にするとある。

指導者の立場に立ってみると、指導内容や指導項目が示され

ただけでは、知的障害の教科の指導は充実しない。それは、

知的障害の児童生徒の指導には、発達段階、障害特性、生活

の状況などを踏まえ、一人一人の学び方を踏まえることが重

要だからである。そこで、共同研究者である笹原氏と共に「ラ

ーニングマップ」を開発した（山元・笹原、2021）。この「ラ

ーニングマップ」は、縦軸に発達段階を示し、横軸に教科の

領域をとり、学習到達度によって児童生徒の発達段階を把握

することができるマップである。あわせて、教科の内容の系

統性を示しているので、目標の設定や指導の方向性を教師が

把握しやすいといったメリットがある。昨年度のシンポジウ

ムでは、「ラーニングマップ」の授業づくりへの活用について

報告し、児童生徒の学習状況の把握、単元目標や授業目標の

設定への有効性について明らかにすることができた。 

本シンポジウムでは、「ラーニングマップ」の学校経営やカ

リキュラム・マネジメント、教師の専門性の向上への効果に

ついて検討したいと考える。笹原氏からは、「ラーニングマッ

プ」の研修システムへの導入の成果と課題、立石氏からは、

「ラーニングマップ」を活用したカリキュラム・マネジメン

トの電子システム化、早田氏からは、「ラーニングマップ」の

学校経営への導入の成果と課題について話題提供をする。菅

野氏からは、知的障害教育におけるカリキュラム・マネジメ

ントの課題に対し、「ラーニングマップ」の活用の有用性の視

点から指定討論をいただく。 

【話題提供１】笹原雄介氏 

 本話題提供では、校内研修において学校全体でラーニング

マップを活用し、国語、算数・数学の実践の質的改善と教員

集団の専門性の向上に取り組んでいる経過について報告す

る。校内研修では、ラーニングマップの活用を通して、児童

生徒一人一人の学習状況の評価、学習状況に基づく適切な学

習内容の選定、段階に応じた単元設定や展開、教材、指導の

工夫について効率化、精緻化、明確化を図っている。ラーニ

ングマップを組織的に活用し、国語、算数・数学の系統性や

段階ごとの有効な指導方略を整理する取り組みを行った成

果と課題について検討する。また、本研修の効果検証として、

授業づくりに関する「知識の獲得」、「意欲の想起」、「行動変

容」、「成果の実感」の各項目について、本校教員を対象に質

問紙調査を実施した。ラーニングマップを活用した研修シス

テムが与える専門性向上への効果について、併せて検討する。 

【話題提供２】立石宣尭氏 

 実態把握、個別の指導計画、年間指導計画、単元計画、評

価を「ラーニングマップ」でつなぎ、Excel を使用した電子

システム開発を行った。このシステムを開発することにより、

学習状況の把握から個別の指導計画、単元、授業目標の一連

を画面上で管理することが可能になった。また、日々の子ど

ものあらわれを入力することで、評価として反映され、次時

又は次単元の最適な目標の候補が示されたり、現在の子ども

の実態が即座にグラフ化され示されたりするように改良し

た。授業者は、本人と保護者のニーズ、生活状況からさらに

最適な目標を考え、授業や指導改善が促されるといった教師

の思考への効果を期待したいと考えている。このシステムが

さらに進化することにより、学習指導要領の教科の内容を軸

とした、指導と評価の一体化を可能とし、教育課程が二重構

造をとる知的障害教育におけるカリキュラム・マネジメント

の課題を克服できるのではないかと考える。 

【話題提供３】早田公子氏 

 令和３年度４月に新規開校した伊豆の国特別支援学校で

は、学校教育目標を「良さが輝き、未来をひらく」と設定し

ている。学校教育目標達成に向け、児童生徒が確かな学びを

積み重ね、自らの良さを生きる力として輝かせながら未来を

切り拓く人を目指すための実践を重ねている。本校では、個

別の教育計画、教育課程、授業実践、それぞれを関連付けて

組織的に実施・評価・改善を図るカリキュラム・マネジメン

トシステムを構築し、これを機軸とした学校経営計画を策定

している。この中の具体的方略の一つが「ラーニングマップ」

の活用であり、児童生徒の力を確かに育む授業実践において、

何を学び得たかを明らかにする学習評価と、教育課程の評

価・改善を結びつけるツールとして活用している。 

 この話題提供では、本校のカリキュラム・マネジメントシ

ステムにおける組織的な取り組みの成果と課題、教員集団が

目的意識を共有するためのカリキュラム・マネジメントの意

義について検討する。 

（倫理的配慮）研究の実施にあたっては所属長の許可を得、

教員には質問紙等配布時に説明を行い、質問紙の提出は任意

とした。 
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